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子宮肉腫について 
子宮肉腫（しきゅうにくしゅ）は子宮筋腫と紛らわしいまれな疾患です 

子宮肉腫（しきゅうにくしゅ）は、子宮の筋肉組織や支持組織から発生する悪性腫瘍で、「希少が

ん」の一つです。40～60 歳代に多いとされており、日本では年間約 500 人程度が診断される比較

的まれな病気です。子宮肉腫は、良性の子宮筋腫と症状や画像検査所見が似ているため、診断が難し

いことが特徴です。手術前に診断できず、子宮筋腫として摘出した後の病理検査で初めて子宮肉腫と

診断されることもあります。 

子宮肉腫の原因 

現在のところ、子宮肉腫の明らかな原因は分かっていません。 

子宮肉腫の症状 

最も多い症状は、月経量が異常に多い（月経過多）、月経が長引く（月経異常）、閉経後の出血、

月経とは関係のない不正出血などの出血症状です。 

そのほか、下腹部痛、お腹の張り（腹部膨満感）、骨盤痛、おりものの増加、頻尿、便秘、腰痛など

の症状がみられることがあります。しかし、これらの症状は子宮筋腫でも認められるため、症状だけ

で両者を区別することはできません。 

子宮肉腫の診断 

まず内診を行い、超音波検査で子宮腫瘍の大きさや位置を確認します。必要に応じて MRI検査を

追加します。しかし、良性の子宮筋腫も変性（液状化、石灰化、出血など）を起こした場合には多彩

な画像所見を示します。そのため、変性した子宮筋腫と子宮肉腫を一度の検査で確実に判別すること

は困難です。子宮筋腫と考えられた場合でも、定期的に診察を受けて大きさや性状の変化を確認する

ことが重要です。 

子宮肉腫の治療 

子宮肉腫が疑われる場合や診断された場合には、手術による腫瘍の摘出が基本的な治療となりま

す。病状に応じて、子宮、卵巣・卵管、リンパ節などを摘出することがあります。また、子宮筋腫と

して手術を受けた後、病理検査で子宮肉腫と診断され、追加手術が必要になる場合もあります。 

 病理型や進行期によっては、抗がん剤治療や放射線治療が検討されることもあります。 

子宮肉腫の早期発見 

現在、子宮肉腫を早期発見するための有効な検診方法は確立されていません。良性の子宮筋腫と子

宮肉腫の区別は難しいため、子宮筋腫と診断されている方は、定期的な診察を受けて経過をみていく

ことが大切です。特に、腫瘍が急速に大きくなる、閉経後に子宮腫瘍の増大がみられる、閉経後の不

正出血がある、症状が急激に悪化する場合には、早めに婦人科

を受診してください。 

 

変性した子宮筋腫（左）と子宮肉腫（右）：国立がん研究セン

ター、稀少がんセンターHP より：肉眼での区別は困難です 


